
JASCAシンガポール現地セミナー&ビジネスマッチング2024 結果概要

（１）日 程：令和6年11月7日～8日（シンガポール時間）
（２）形 式：対面（同時通訳：日本語－英語）
（３）主 催：国土交通省、JASCA
（４）出席者：＜日本＞国土交通省（小笠原海外プロジェクト審議官他）、JASCA会員企業・団体、日本企業現地法人等（全30機関・団体・企業）

＜シンガポール側＞JTC（タン・ブーンカイCEO 他）、SCE（コンCEO 他)、政府機関、スタートアップ企業等（全22機関・団体・企業）
（５）参加者数：約110人（日本側62人、シンガポール側48人）

JASCAシンガポール現地セミナー2024

プログラム・開催内容
●開会挨拶
・国土交通省 小笠原海外プロジェクト審議官 ・JTC デイビット・タン アシスタントCEO
●協力覚書調印式
・国土交通省とSCEの両者で連携してASEAN地域を中心に第三国でスマートシティの実現を目指す旨の覚書である、
「スマートシティ開発に係る協力覚書」 締結の調印式を実施。

●両国政府によるスマートシティへの取り組みと施策の紹介
・国土交通省 石川大臣官房参事官（グローバル戦略） ・GovTech /JTC ジェームズ・タン戦略プログラムディレクター
●両国企業によるスマートシティプロジェクトの紹介
日本工営株式会社、Central, North & South Asia, Mauritius, Middle East, Singapore Cooperation Enterprise
●両国企業によるスマートシティ技術の紹介
The GEAR by Kajima Pte Ltd、鹿島建設株式会社、パシフィックコンサルタンツ株式会社、CapitaLand Investment、
株式会社クニエ、Meinhardt、株式会社日水コン、TransCore Asia、キヤノン株式会社、Healthy Building Consortium

ASEANにおけるスマートシティ構想に関するシンガポールとの協力を促進するため、シンガポールにてセミナー、
国土交通省とSCE 間の覚書締結の調印式、及び両国企業が参加するビジネスマッチングを実施した。また、
セミナー前日にはJTC のタン・ブーンカイ CEOによる案内のもと、Punggol Digital District (PDD) を日
本側セミナー参加者が視察した。

小笠原海外プロジェクト審議官開会挨拶

現地視察

小笠原海外プロジェクト審議官とコン・ウィーマン
CEOによる、協力覚書の調印式

ビジネスマッチング

セミナー前日にあたる11月7日に、JTCが手掛けるスマートシティ開発事業
であるPunggol Digital District (PDD) について、JTCののタン・ブーン
カイ CEO による案内のもと、PDDを日本側セミナー参加者が視察した。
PDDは、シンガポールが進めるデジタル技術とデータを活用した国全体のス
マートシティ化である、スマートネーションのモデルケースの1つに位置づけられ
ている。
最先端のスマートシティの実例を関学することで、シンガポールの持つスマー
トシティ技術に対する知見を深めた。 PDD視察の様子

シンガポールのスタートアップ企業（９社）が自社のプレゼ
ンテーション及びブース出展を行い、参加者同士の関係づく
参加日本企業・団体：30社

鹿島建設株式会社、Kajima Asia Pacific Holdings Pte Ltd、
Kajima Development Pte Ltd、The GEAR by Kajima 
Pte Ltd、日本工営株式会社、パシフィックコンサルタンツ株式会社、
株式会社クニエ、株式会社日水コン、キヤノン株式会社、在シンガ
ポール日本大使館、ASEANPLUS CONSULTING PTE LTD、
KDDIアジアパシフィック、アジアゲートウェイ株式会社、エイターリンク
株式会社、大成建設株式会社、住友林業シンガポール、日本工
営ビジネスパートナーズ株式会社、三建設備工業株式会社、株
式会社桝屋アセットパートナーズ、八千代エンジニヤリング株式会
社、株式会社竹中工務店、東京電力ホールディングス株式会社、
パナソニック株式会社エレクトリックワークス社、パナソニックR&Dセン
ターシンガポール、Hitachi Asia Ltd.、BOLDLY株式会社、アジ
ア大洋州住友商事会社、三菱地所設計アジア社、Arup

ビジネスマッチング
の様子



JASCA国内セミナー2025 結果概要

（１）日 程：令和7年1月21日
（２）形 式：対面
（３）主 催：国土交通省、JASCA
（４）出席者：国土交通省（小笠原海外プロジェクト審議官他）、JASCA会員企業・団体等
（５）参加者数：約110人

JASCA国内セミナー2025

プログラム・開催内容
●開会挨拶
・国土交通省 小笠原海外プロジェクト審議官
●ASEANへのスマートシティ展開方策に関する講演
・国土交通省 石川大臣官房参事官（グローバル戦略） ・ERIA 町田シニアフェロー ・JOIN 岡田執行役員
●高輪ゲートウェイの概要に関する講演
・港区 鎌田氏 ・JR東日本 天内マネージャー ・KDDI 保科部長
●現地視察
・JR東日本案内の元、 「TAKANAWA GATEWAY CITY」を視察
●閉会挨拶
・国土交通省 後藤審議官

本イベントは、JASCA会員企業、スマートシティやASEANをはじめとする海外展開に関心のある民間企
業・団体を対象に、スマートシティの海外展開促進に係る官民および企業間の情報提供・交流を目的とし
て実施された。セミナーでは、シンガポールと連携したASEANにおけるスマートシティ展開等についての講演が
行われた他、「TAKANAWA GATEWAY CITY」の開発全体像や具体的な取組に関する知見が紹介さ
れた。さらに、参加者は現在開発中の「TAKANAWA GATEWAY CITY」を実際に視察した。

現地視察

セミナーの様子

参加企業・団体

高輪ゲートウェイの概要に関する講演の
後、JR東日本案内の元、
「TAKANAWA GATEWAY CITY」
をセミナー参加者が視察した。
高輪ゲートウェイ構内を案内された他、
模型によるTAKANAWA GATEWAY 
CITYの構想や、地域内の環境施策に
ついて説明を受けた。 「TAKANAWA GATEWAY CITY」視察の様子

小笠原海外プロジェクト審議官開会挨拶

参加企業等：56企業・団体（順不同）
港区、東日本旅客鉄道株式会社、KDDI株式会社、Economic Research 
Institute for ASEAN and East Asia（ERIA）、株式会社海外交通・都
市開発事業支援機構（JOIN）、株式会社えきまちエナジークリエイト、
DataLabs株式会社、東京電力ホールディングス株式会社、scheme verge
株式会社、zenmov株式会社、一般社団法人海外環境協力センター、株式
会社マーキュリアインベストメント、株式会社みずほ銀行、株式会社三菱UFJ銀
行、株式会社三東工業社、三建設備工業株式会社、前田建設工業株式会
社、大成建設株式会社、東洋建設株式会社、株式会社竹中工務店、鹿島建
設株式会社、スマートシティ・インスティチュート、一般社団法人ベターリビング、ア
ジア太平洋住友商事会社、カバードブリッジコンサルティング合同会社、株式会社
シバタ、内閣官房、ミネベアミツミ株式会社、酒井重工業株式会社、日本電気
株式会社、萩原工業株式会社、本田技研工業株式会社、AMEC株式会社、
KPMGコンサルティング、アジア航測株式会社、インデックス株式会社、パシフィック
コンサルタンツ株式会社、フリーコンサルタント、株式会社エイト日本技術開発、
株式会社グローバルメディア、株式会社安井建築設計事務所、日本工営株式
会社、独立行政法人住宅金融支援機構、独立行政法人都市再生機構、安
田不動産株式会社、住友不動産株式会社、森ビル株式会社、相鉄不動産株
式会社、大和ハウス工業株式会社、東急株式会社、日豪プロパティソリューショ
ンズ、森・濱田松本法律事務所、Arup、URリンケージ、三菱UFJリサーチ＆コン
サルティング


